
 

生物教育における保健教材の活用に関する試み 

Class practice about the use of the health subject in biology education 
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[要約]  中学校保健教科書に記載されている環形動物を用いた喫煙の害を示す教材を用いて、高等学校に   

   おける生物ⅠＢおよび生物Ⅱの授業実践を行った。授業時の発話記録およびアンケート調査等の分  

   析から、本教材を血管収縮・筋収縮モデルとして生物授業に活用することで、生徒の学習内容の具 

体化・一般化が促されることが明らかとなった。また、喫煙に関する態度・Beliefを質問紙法によ

り調査した結果、授業に喫煙防止効果が認められた。 

 

［キーワード］ 生物教育、保健教材、血管収縮モデル、喫煙防止効果 

  

連携に対する教師の意識の研究(8)などはみられる １ 研究の背景と目的 

が、高校生物での授業実践を伴った研究の報告は

あまりなされていない。 

「生物教育」を広義にとらえた場合、自分の体

や健康について考えることなどもその範疇に含ま

れてくると思われる。しかし、ヒトの運動や健康

に関する事項は教科「保健」で、ヒトの栄養に関

することは教科「家庭」で行うことが多い(1)。 

そこで、本研究では中学校・高等学校の保健教

科書で紹介されている環形動物を用いた喫煙の害

を示す教材を、生物教育において血管収縮モデ

ル・筋収縮モデルとして活用することで、生物授

業において科学的な自然観の育成を図るとともに、

学習内容の具体化により喫煙防止効果を持たせ、

生活を営む態度を育てる授業を試みることを目的

とした。 

アメリカでは「Life Science」や「生物」の教

科書に人間生物学を題材とした項目が盛り込まれ

ている(2)。また、カナダでも、「喫煙に関する害」

や「ニコチン・アルコール・カフェインの依存性」

についてが「生物」の教科書に記されている(３)。

これらは、人間の生理に関する内容を「生物」で

扱うことで科学的な理解を促し、健康教育として

の内容を包含した展開を図ろうとしているものと

考えられる。 

 

２ 調査方法 

調査対象 静岡県内公立高等学校 

３年生７名 ２年生54名 
調査日時 2001年11月22日から   日本においても、高等学校における「生物」で

は、判断力の有る国民に必要な資質として、人間

を中心としながら生物学の体系ならびに健康教育、

性教育、人間と自然などを、社会の発展と生物教

育の視点からとらえられるようにすることの必要

性が指摘されることがある（４）。しかし、梅埜らが

行った生物教育におけるミニマムエッセンシャル

の策定に関る調査では、人間生物学に関する領域

については、必要性に対する評価のばらつきが大

きいため、話題として適宜挿入することが望まし 

2002年２月21日まで  
手続き 

 (1)３年生の生物ⅠＢの授業実践においては、生 

徒の発話・行動をビデオテープおよびカセッ 

トテープに記録するとともに実験等の感想を 

自由記述で回答させた。 

(2)３年生の生物Ⅱの授業実践においては、授業 

中に教師・教師役生徒・生徒の三者が中学校 

保健の教科書を資料として用いながら学習す 

いとされるにとどまっている(５)。 る授業場面を創出し、学習内容をビデオテー 

また、「理科」「保健」「家庭」の教科間でみられ

る用語の不統一や単元展開の都合による生徒への 

プに記録した。 

(3)２年生の生物ⅠBにおける授業実践におい 

ては、喫煙に関する態度・Belief(９)に関する 提示順序の不整合および扱う内容の相違など、内 

容上の関連や問題点に関する報告(６)(７)や教科の 内容(12項目)を質問紙法により調査し、授業 

 



 

前後の変容を記録した。  

 

３ 結果と考察 

(1)３年生に対する生物ⅠBの授業では「たばこ

を吸うと血管がああいう風になるのが目に見

えて良かったと思う。」との生徒の実験に対す

る評価等から、授業が「自然の事物・現象に

ついての理解を深め、科学的な自然観を育成

すること。」に効果があったと判断できる。 

 

図１ シャーレをのぞき込む生徒 

 

(2)生物Ⅱの授業では、中学校「保健」の教科書

を資料として用いることで学習内容の具体化、

一般化が促されることが発話記録から明らか

となった（表１）。これは、田中(2002)による

「理科」の教師と「保健体育」の教師が教科

間の連携に対して期待する内容として報告し

ているものと一致していると考えられる。 

 
表１ 教師役生徒Ｓ１と生徒Ｓ２の発話例 
 保健教科書のテキスト文と学習内容の具体化が行わ

れた会話例を示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 (3)２年生の生物ⅠＢの授業で行った質問紙

の回答からは「喫煙の有害性・習慣性に関 

する領域」「喫煙に対する考え方の領域」

「喫煙に関する家庭・社会環境についての 

領域」の各領域において、少なくとも一項

目以上は有意に喫煙防止効果を持つことが

明らかとなった（表２）。このことは、保健

教材として求められる「健康に関連した行

動や適切な行動実現のための能力を育成す

ること。」に関して効果を保ちながら、生物

授業に活用できたことを示している。 

 

表２ 喫煙に対する考え方についての領域の回答例 

喫煙は何もわるいことではない。
賛成 中立 反対

授業前 7 8 ▲ 21 ▽
授業後 3 2 ▽ 31 ▲

         N=36  P<.05

以上のことから、生物教育において保健領域の

教材を活用することは、人間生物学を題材とする

学習展開を可能とするだけではなく、健康教育と

しての意義を持たせることが可能となるものと考

えられる。 

 

４ 今後の課題 

生物教育と健康教育との連携という視点からさ

らに分析を進めたいと考えている。 
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